
第１３回 金沢大学附属病院医療安全管理監査委員会結果報告書 

 

金沢大学附属病院医療安全管理監査委員会規程に基づき、監査を実施しましたので、

以下の通り報告します。 

 

監査方法 

金沢大学附属病院の医療安全管理業務について、管理者及び医療安全業務関係者等か

ら説明聴取、資料閲覧による方法で監査を実施しました。 

 

日時：令和５年８月２日（水）10：00～11：55 

会場：金沢大学附属病院 外来診療棟 4 階会議室（対面及びオンライン会議方式併用） 

委員：森岡 浩一 委員長 福井大学医学部附属病院 医療安全管理部長 

   麻生 小夜 金沢あおば法律事務所 弁護士（※） 

   和田 真由美 血液疾患の患者会「萌の会」代表 

   （※はＷＥＢ会議による出席） 

 

監査項目 

１．前回報告書及び前回議事要旨の確認 

２．医療安全管理委員会の審議事項について 

３．医療安全体制について  

４．2022 年度インシデント統計（過去 3 年の統計含む）について  

５．その他 

 

監査結果 

１． 前回委員会報告書及び議事要旨について 

内容の確認を行い、原案どおり承認しました。また、前回指摘があった内部通報

窓口の情報共有に関して、院内への周知が十分に行われていることを確認しました。 

 

２． 医療安全管理委員会の審議事項について 

医療安全に関する統計資料及び医療安全管理委員会議事録を提示していただき、

以下のような医療安全に関する様々な課題が協議されていることを確認しました。 

・患者相談窓口について、医療安全に関する相談内容が適切に報告されているこ

とを確認しました。LGBTQ への対応について、現時点で具体的な相談は受けてい

ないとのことですが、予め対応策を決めておくことがリスク回避につながります

ので、関連する勉強会の開催などをお勧めいたします。 

・インシデントレポートの集計結果に関して、ベテランのスタッフであっても、

病棟に配属されてから 1 年未満の間に、ローカルルール等によってインシデント

が発生することがありますので、配属年数に基づく統計集計について検討くださ



い。また、コロナ禍を機に、ローカルルールの課題に対処するためにプロジェク

トチームを立ち上げ、改善に向けた取り組みが開始されたことは非常に興味深く、

引き続き効果の検証のほどお願いします。 

・行動制限モニタリングについて、臨床倫理コンサルティングチームが中心とな

って活動しており、医療安全的な観点に関して報告されていることを確認しまし

た。 

・医療機器に関するインシデントについて、スタッフの配置換えが多い時期に設

定間違いや誤作動のインシデントが増加している状況に対し、迅速に勉強会を開

催する取り組みが行われていることを確認しました。 

・転倒転落防止対策について、多職種が参加する対策チームを設置し、定期的な

活動が行われていることを確認しました。特にハイリスクな患者に焦点を当てた

ラウンドを実施し、現場での指導を行っている点は高く評価できます。また、取

り組みの成果を評価するための指標として、転倒率だけでなく、転倒による傷害

の重症度などを指標とすることも検討願います。 

・病理診断および画像診断のレポートの既読／未読について、一定期間未読のま

まである場合、医師 GRM がカルテを読み込み、関連する担当医師に確認を促す取

り組みを行っていることを確認しました。レポートの確認漏れは患者に重大な影

響を及ぼす可能性があるため、適切なレポート結果の確認と患者への説明が引き

続き徹底されることが重要と考えます。 

 

３．医療安全体制について 

病院内において、医療安全管理委員会が病院長直下に設置され、必要時には医療

事故調査委員会が発足される体制であること確認しました。医療安全管理責任者で

ある副病院長が統括する医療安全管理委員会に医療機器安全管理責任者、医薬品安

全管理責任者等を配置し、関連するサポート部署と連携をとりながら、リスクマネ

ージャー会議を通じて、医療従事者全体に医療安全に関わる重要な決定事項や通知

が周知されており、医療安全管理の体制が適切に構築されていることを確認いたし

ました。 

 

４．2022 年度インシデント統計（過去 3 年の統計含む）について 

優秀レポートや病院の改善に寄与した取り組みを表彰することにより、報告件数

の増加が促進されていることを確認しました。また、レポート総数が増加している

中で、医師からの報告割合が 9％と高い水準で維持されていることは評価できます。 

 

５．次回の議題について 

・新設される第２中央診療棟での院内ラウンド 

・働き方改革に伴うタスクシフト・シェアについて 

 



総括 

金沢大学附属病院における医療安全管理業務の状況について、医療安全管理委員会の

審議事項について、医療安全体制について、2022 年度インシデント統計（過去 3 年の統

計含む）についての３項目を監査した結果、特定機能病院にふさわしい医療安全管理が

なされているものと判断します。 

引き続き、医療安全管理対策の徹底と高度な医療安全管理体制の維持に努めていただ

くようお願いします。 

 

 

令和５年８月３０日 

金沢大学附属病院医療安全管理監査委員会 
委員長 森岡 浩一 


